
・OWL ( Optical  Woods  Ledger ) の装置構造



OWLを使った計測～解析のながれ
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①計測作業
・10m～15m間隔の定点計測
・1地点当たり約45秒
・軽量（約3.7kg）
・プロット調査（20m×20mの場合）
所要時間 約10分～12分

②専用解析ソフト（OWLManager)による解析・表示
立木の位置・直径・樹高・材積等をcsvファイルに出力、3次元点群・

地形データ・shapeファイル等を出力

計測データはUSBに自動保存
・調査野帳必要なし
・ノートパソコン等による現場解析
が可能



・スキャンの間隔について

（例）標準地 20ｍ× 20m のプロット調査

（参考）上記調査にかかる人員および平均時間

・OWL 現場作業15分 内業（データ処理） 約10分







おわりに（３D地上レーザー情報に期待できること）

・集約化施業を推進するためのプレゼンテーション資料として

（森林の見える化・森林現況の把握）

・３Dデータによる森林の管理

（次回以降の施業提案、森林の在庫管理、地元産材の価値向上）

ご清聴ありがとうございました。


